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R8 年度
予算審査報告

～「わっこ」と「ぽけっと」に議論集中～

★モニターアンケート
★各委員会 活動報告
★各種懇談会



予算審議で議論が集中予算審議で議論が集中 附帯決議を提出・可決附帯決議を提出・可決

附帯決議の内容は以下の通りです。

子育て・多世代交流施設「わっこ」整備事業1億4,668万円、管理運営1,668万円
子育てふれあいセンター「ぽけっと」運営641万円

　秋にオープンするイオンスタイル諏訪内
に約100坪の広さの「子育て・交流テラス
わっこ」を整備し、乳幼児と保護者が安心
して安全に過ごせる場、小中学生や高校
生、一般の方が気軽に憩える場となるよう
運営開始が予定されています。
　整備には、内装工事に1億3,843万円、工
事監理費143万円、テーブルや椅子等家具
682万円。管理運営費には、施設借り上げ
料月130万円の6ヶ月分が含まれます。

附帯決議を賛成多数で 可決

　この計画は町民の意見の反映や説明が不十分で、理解は
得られていません。子育て・多世代交流施設の整備は町民
から切実に求められていますが、十分な理解や協力を得
て、行政がともに同じ方向を向き、取り組んでいくことが
必要。以下の3項目を町に求めます。
1.「わっこ」の整備事業にあたっては、町民等の声に耳を傾
け意見の反映に努めるとともに、十分な情報公開と説明を
行い、理解を得ること。
2.現在の場所での「ぽけっと」の機能継続を含め、新年度
に始まる新たな検討会には、昨年4回にわたり開催された
「子育て施設検討会議」委員を含めること。
3.進捗状況を適宜、議会に報告すること。

　国・県からの補助金(5,200円×11ヶ月×小学
生690人分)を活用し、保護者の経済的負担を軽減
し、安定的な給食を提供します。当町の小学校給
食は一食340円。国・県の支援との差額分年間
10,800円を保護者に負担していただくことにな
りますが、これまでの6万円を超える保護者負担
から大幅な軽減になります。

小学校給食費負担軽減事業 3,946万円

中学校給食食材費等高騰対策 286万円
　中学1・2年生の給食費について、R7年度の補
助額に今年度の値上り分一食20円を増額補助。

中学 3 年生給食費無償化 952万円
　進学等を控え、保護者の
経済的負担が大きくなるこ
とから、R7年度に続き給
食費の無償化を実施。

　国の登録有形文化財に登録された旧矢﨑商店に
ついて、R9年度の供用開始を目指し、宿泊機能を
備えた移住定住の総合拠点施設に向けた改修工事
が行われます。今後プロポーザルで、運営事業者
を募集するとともに、宿泊予約等に対応するため
のホームページの整備が予定されています。

移住交流総合拠点施設整備 9,577万円

歴史文化活用地域賑わい事業 450万円
　旧矢﨑商店の稼働
を見据えて、町の歴史
ある建造物や、町独自
の文化を積極的に活
用し、移住者に結び付
くよう、歴史文化を活
かした地域賑わい事
業が民間事業者と共
に実施されます。

　一方、子育てふれあいセンター「ぽけっ
と」は年度初めから半年は現行どおり運営
されたのち、その機能が完全に「わっこ」
に移行される予定です。
　「ぽけっと」のその後については、年度
初めに検討委員会が立ち上げられ、夏頃を
目途に方向づけされる予定です。

議会で議案を可決した後に、その施行に関して意見や
要望、留意点などを表明するものです。法的な拘束力
は持ちません。

反対討論　予算に反対する内容で、実質的な修正動議とも
　　　　　捉えられる。代案の提案もなく、不誠実である。
賛成討論　より多くの町民意見・要望を反映した施設で
　　　　　あってほしい。丁寧な説明も必要。

　2年間にわたる改修の完了に伴い、リニュ
ーアルオープン記念として、当町出身の指揮
者栁澤寿男さん指揮によるコンサートのほか
各種コンサート等を開催。

　
３
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
Ｒ
８
年
度
一
般
会

計
予
算
案
は
、
３
年
連
続
で
90
億
円
を
超
え
る
も

の
で
し
た
。
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

工
事
の
終
了
に
伴
い
前
年
度
比
で
８
・
５
％
減
で

す
が
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
の
影
響
、
子
育

て
・
多
世
代
交
流
施
設
整
備
や
旧
矢
﨑
商
店
改
修

工
事
な
ど
の
大
型
事
業
が
計
上
さ
れ
た
結
果
で

す
。
宮
坂
徹
町
長
は
、
事
業
の
緊
急
性
と
優
先
度

を
見
極
め
た
上
で
公
約
を
着
実
に
進
め
、
町
の
将

来
に
つ
な
げ
る
「
公
約
推
進
・
未
来
創
造
予
算
」

と
表
現
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、町
税
を
前
年
度
と
同
程
度
の
25
億

３
０
０
０
万
円
と
見
込
ん
だ
ほ
か
、地
方
交
付
税

は
24
億
円
、国
庫
支
出
金
９
億
９
５
０
０
万
円
、県

支
出
金
は
４
億
６
３
０
０
万
円
、基
金
か
ら
の
繰

入
れ
総
額
は
５
億
３
８
５
４
万
円
、町
債
は
前
年

度
比
61・５
％
の
大
幅
減
の
４
億
７
１
８
０
万
円
。

　
歳
出
で
は
、
新
規
事
業
52
件
、
拡
充
事
業
32
件

お
よ
び
継
続
事
業
は
44
件
。
い
く
つ
か
の
新
規
事

業
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

　
新
規
事
業
へ
の
期
待
、
充
分
な
町
民
へ
の
情
報

提
供
や
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
へ
の
要
望
、
安

心
安
全
な
町
民
生
活
の
た
め
の
環
境
整
備
や
支
援

策
実
施
要
望
な
ど
を
含
め
た
討
論
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

総合文化センター改修工事完了に伴う
記念事業等 1,042万円

令和８年度予算　 ３年連続９０億円超え令和８年度予算　 ３年連続９０億円超え
総額９１億４,２００万円を可決総額９１億４,２００万円を可決

　Ｒ１年に作成したマップを最新
の状況へ更新し、いざという時に
使いやすい内容となるよう充実を
図ります。

総合ハザードマップ作成 680万円

　妊婦へ接種することで胎児への
免疫付与ができるワクチンの定期
接種について、予防接種法に基づ
いた接種体制を整えます。

RS ウイルスワクチン接種 237万円

　庁舎等の高圧電力を新電力に切り
替えることにより、ゼロカーボンを
推進します。

新電力導入事業 211万円

　3歳未満の子どもの成育環境を整備
するとともに、多様な働き方やライ
フスタイルに伴う子育て家庭に対す
る支援を強化します。

こども誰でも通園事業 472万円

　雨漏りによる支障改善のため、屋根等の防水
工事を行い、多くの来館者を迎える環境を整え
ます。

諏訪湖博物館屋根等防水改修工事
2,564万円

消防団の防災力強化を図り、町民生活の安心・安全を確保します。

第4分団小型動力ポンプ付積載車更新 2,695万円
レスキューボート購入 56万円
第2分団屯所外壁等修繕 332万円

23 下諏訪ぎかい Vol.51 2026.4.24 発行下諏訪ぎかい Vol.51 2026.4.24 発行



詳しくは
議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

「
総
合
政
策
課
」
を
新
設
、
税
務
課
と

会
計
課
を
「
税
務
会
計
課
」
に
統
合

28
議
案
を
審
議

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　

新
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
改
革
や

施
策
の
目
的
が
一
貫
さ
れ
、
政
策
の
実
効

性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
国
交
付
金
等

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
庁
内
の
情
報
共
有

に
よ
る
各
課
横
断
的
な
業
務
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
対
応
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
「
総
合
政
策
課
」
を
新
設
。
課
内
に
「
企

画
創
生
係
」「
地
域
戦
略
係
」
を
新
設
し
、

総
務
課
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
」
を
移
管
。

税
務
課
と
会
計
課
を
統
合
し
、「
税
務
会
計

課
」
を
新
設
。
合
理
的
な
統
合
で
あ
り
、

戦
略
的
且
つ
機
動
的
な
対
応
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
こ
ど
も
課
内
に
、
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
準
備
を
担
当
す
る
「
国

ス
ポ
推
進
室
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
　
『
ま
め
知
識
』

　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
っ
て
な
に
？

　

水
道
・
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
施
設
の
維
持
管

理
と
更
新
（
改
築
）
を
長
期
か
つ
一
体
的

に
行
う
官
民
連
携
方
式
で
す
。
こ
れ
ま
で

個
別
に
発
注
し
て
い
た
業
務
を
一
体
化
し

て
発
注
す
る
こ
と
で
、
職
員
減
少
や
施
設

の
老
朽
化
に
対
応
し
、
事
業
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
国
が
推
進
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
見
直
し
も
審
議
予
定

　

Ｒ
８
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の

布
設
替
え
を
含
め
、
各
種
工
事
数
が
増
加

す
る
見
込
み
の
た
め
、
借
入
金
額
を
こ
れ

ま
で
よ
り
も
増
額
し
て
計
上
。

　

Ｒ
７
年
度
に
見
直
し
た
投
資
資
産
運
用

と
、
新
た
に
策
定
し
た
水
道
施
設
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
安
定
し
た
事

業
経
営
が
目
指
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
適
正

な
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
上
下
水
道
審
議

会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

下
諏
訪
町
商
工
業
振
興
条
例
の

一
部
改
正

　

商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
新
た

な
起
業
を
行
う
際
に
支
援
を
行
う
の
が
、

Ｒ
８
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
視
野
に

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
Ｒ

７
年
度
に
は
希
望
企
業
に
説
明
会
を
開
催

し
10
数
社
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｒ
８

年
度
上
半
期
に
民
間
企
業
へ
町
と
し
て
の

案
を
示
し
対
面
に
よ
る
意
識
調
査
を
行
い

導
入
を
検
討
し
、
下
半
期
で
事
業
化
に
向

け
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
計
画
で
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
支
援
事
業
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
商
工
業
振
興
条
例
の
補
助
事
業
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
条
例
か

ら
削
除
し
、
独
立
し
た
「
下
諏
訪
町
チ
ャ

レ
ン
ジ
起
業
支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
補
助
制
度
の
活
用
を
見
据
え
る
と

と
も
に
、
町
外
事
業
者
、
２
件
目
以
降
の

店
舗
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
等
の
補
助
内

容
の
見
直
し
も
行
い
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
町
の
意
向
で
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

に
よ
っ
て
国
保
税
率
改
定

　

Ｒ
８
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
国
保
税
条
例
を
改
正
し
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
を
県
に
納
付
し
、
国

保
税
に
支
援
金
を
上
乗
せ
す
る
た
め
平
均

２
・
49
％
引
き
上
げ
の
税
率
改
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
公
費
で
行
わ
れ
る
べ
き
。

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
増
税
は
反
対
。
子

育
て
支
援
拡
充
と
若
い
世
代
の
所
得
向
上

の
た
め
賛
成
と
の
討
論
が
あ
り
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

総合政策課を新設

精
神
障
が
い
者
１
級
・
２
級
の
入

院
費
が
福
祉
医
療
費
の
対
象
に

　
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
県
の
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
対
象

拡
大
に
伴
い
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
・
２
級
の
所
持
者
は
こ
れ
ま
で
外
来

医
療
費
の
み
助
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
入

院
費
も
福
祉
医
療
費
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
下
諏
訪
町

公
民
館
へ
統
合

　

両
施
設
を
統
合
し
下
諏
訪
町
公
民
館
の

名
称
で
施
設
運
営
さ
れ
ま
す
。
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
は
、
公
民
館
と
同
じ
位
置
付
け

で
講
座
等
を
行
っ
て
お
り
、「
学
び
の
場
」

と
し
て
施
設
の
集
約
化
や
別
々
に
行
っ
て

い
た
予
算
執
行
と
事
務
事
業
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計

予
算
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

増
え
て
い
ま
す
。
施
設
が
老
朽
化
し
修
繕

費
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ハ
イ
ム
天
白
は
、
自
治
体
が
設
置
し
運

営
し
て
い
る
県
内
唯
一
の
特
別
養
護
老
人

令
和
８
年
２
月
に
臨
時
会
が
開
か

れ
、一
般
会
計
補
正
予
算
３
件
を
審
議

【
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当
】

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育
て
世

帯
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
（
０
才
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
の
児
童
１
人
に
つ
き
２
万
円
）

を
支
給
す
る
経
費
４
９
３
５
万
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
給
付
費
４
７
４
０
万

円
、
事
務
費
１
９
５
万
円
で
す
。
早
急
に

支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
専
決

処
分
と
さ
れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

【
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
執
行
す
る
た
め
の

経
費
】

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に
伴
い
、

投
票
所
の
設
営
や
入
場
券
の
発
送
、
開

票
事
務
な
ど
に
必
要
な
経
費
と
し
て

１
１
４
４
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
財

源
は
全
額
国
か
ら
で
す
。
選
挙
を
適
正
か

つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
補
正
が
専
決

処
分
さ
れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
・
支
給
事
業
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
エ
ア
コ
ン
設
置

促
進
事
業
】

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
１
億
３
０
５
万
円
、

生
活
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
支
給
事

業
２
２
４
０
万
円
を
計
上
し
、地
域
経
済

の
活
性
化
と
家
計
支
援
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
熱
中
症
対

策
と
し
て
、エ
ア
コ
ン
設
置
促
進
支
援
事
業

８
６
２
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら

は
、Ｒ
７
年
度
予
算
で
す
が
、Ｒ
８
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
、申
請
期
間
は
、Ｒ
８
年
４
月
１
日

か
ら
Ｒ
８
年
11
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
を

行
い
可
決
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
で
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
地

域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
職
員
の

み
な
さ
ん
に
入
所
者
の
立
場
に
立
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
介
護
を
実
践
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

下
諏
訪
向
陽
高
校
の
魅
力
向
上
へ

町
が
支
援

　

下
諏
訪
向
陽
高
校
が
実
施
す
る
、
高
等

学
校
の
魅
力
を
高
め
入
学
志
願
者
数
を
増

や
す
取
り
組
み
が
、「
こ
ど
も
未
来
基
金
活

用
事
業
」
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
さ
れ
ま

す
。
Ｒ
８
年
度
か
ら
放
課
後
の
英
語
塾
と
特

別
講
師
に
よ
る
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
進
学
希
望
者
だ
け
で
な
く
、
就
職
を

希
望
す
る
生
徒
に
は
、
地
元
企
業
と
連
携

し
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
重
要
性
や
地
元
就

職
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
予
定
で
す
。

 

２
月
臨
時
会 

町
民
生
活
を
支
え
る
補
正
予
算
を
審
議

令
和
７
年
度
下
諏
訪
町
一
般
会
計
補
正
予
算

下諏訪向陽高校

プレミアム付商品券
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基本構想審査特別委員会

　昨年12月定例会で付託された「第８次下諏訪町総合
計画基本構想」の審議のため、議長を除く12人の議員で
構成する下諏訪町基本構想審査特別委員会(金井敬子
委員長、豐島健之副委員長)を計５回開催。関連資料の
説明を受けた後に、委員から計24項目の質疑・意見を町
に提出。それに基づく質疑・議論を繰り返した結果、「前
期基本計画」内で３箇所の文言を追加しました。

　最終日には下記の討論が行われ、採決の結果、全会
一致で可決しました。
・あらゆる分野の計画の基本であり、住民や事業者、行
政が行動するための基本的な「道しるべ」となる。基礎
となるのは人口動態であり、人口の流入を招き流失を食
い止めていくのかが、今後の大きな課題。
・基本構想に示される「自然環境・生活基盤」「教育環
境・文化振興」「健康づくり・福祉の推進」「産業振興・
人材活躍」「安全・相互理解・連携」の５つの大綱が簡
潔に、大変わかりやすくまとめられている。
・少子高齢化に即した計画であると同時に、町の独自
性が示された内容と判断。ブレることなく、計画推進に
あたってほしい。
※総合計画や委員会設置については、前号12～13Pに掲載

意見書案の審査結果

「第８次下諏訪町総合計画基本構想」を全会一致で可決

＜防衛装備移転三原則の堅持と慎重な運用を求める意見書＞
　政府は防衛装備移転三原則の運用指針見直しに関する
与党提言を踏まえ、運用指針を改定する方針です。輸出でき
る国産装備品の「救難、輸送、警戒、監視、掃海」の５類型限
定を撤廃しようというもので、国の安全保障政策の大転換
につながりかねません。
　この意見書は、政府に対し、憲法の平和主義を根底に据
え、防衛装備移転三原則の堅持ならびに運用にあたっての
厳格な審査、透明性の確保、国会・国民への丁寧な説明を求
める内容です。野沢弘子議員から提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　既に、運用指針は改正済み。武器に関し
ては国連憲章に基づく歯止めがあるし、
同盟国や同志国への武器輸出は我が国の
安全保障環境にとって必要。

賛成　戦地でいつも最初に犠牲になるのは子ど
も達。憲法九条は、戦争を放棄するとう
たっており、これに則り武器輸出は制限
すべき。

基本構想に沿い開始される各種計画

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。
なお、下諏訪町議会は会派制をとっていないため、氏名は議席順に掲載しています。

議決等結果
中
山　

透

林　

吉
広

野
沢
弘
子

竹
元
完
奈

髙
橋
幸
二

林　

元
夫

樽
川
信
仁

大
橋
和
子

花
岡　

進

金
井
敬
子

青
木
利
子

豐
島
健
之

松
井
節
夫

国民健康保険税条例の一部改正 可　決 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ×
令和８年度国民健康保険特別会計予算 可　決 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ×
防衛装備移転三原則の堅持と慎重な運用を求める意見書 可　決 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
令和８年度下諏訪町一般会計予算に対する附帯決議 可　決 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

議員名（議席順）

議案名等

3 月定例会 議案等賛否一覧

12 の視点人一般質問12 の視点人一般質問
「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！

３月定例会でも、あらゆる町の課題に、議員一人一人の目線で、執行部と真剣な議論を展開。

今後の町の動向にも注目！

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P9 P9 P8 P8 P7

保
護
者
負
担

ス
マ
ホ
役
場

産
前
支
援

国
保
税
軽
減

バ
ス
の
購
入

事
業
評
価

財
源
確
保
へ

地
域
の
発
展

林
野
火
災

改
修
計
画

移
住
者
定
着

フ
レ
イ
ル

答弁

全国に広がる給食費完全無償化

問　
小
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
来
年

度
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
２
０
０
円

分
を
国
と
県
が
半
分
ず
つ
補
助
す
る

が
、
当
町
で
は
実
費
と
の
差
額
分
を
保

護
者
負
担
に
す
る
「
負
担
軽
減
」
に
留

ま
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

町
長　

国
・
県
か
ら
全
国
平
均
に
基
づ

き
補
助
が
く
る
が
、
当
町
に
お
け
る
不

足
分
年
間
１
万
８
０
０
円
を
保
護
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
ま
で
の

６
万
円
を
超
え
る
負
担
に
比
べ
、
大
幅

な
軽
減
に
な
る
。
今
年
度
と
同
様
、
中

学
３
年
生
は
全
額
無
償
と
し
、中
学
１
・

２
年
生
に
つ
い
て
は
値
上
げ
分
を
町
が

補
助
す
る
。

問　
今
後
、
小
中
全
学
年
の
給
食
費
無

償
化
に
向
か
う
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　

今
後
は
国
か
ら
の
情
報
に
ア
ン

テ
ナ
高
く
し
て
、
検
討
す
る
。

問　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
上
な
ど

の
事
情
に
よ
る
お
弁
当
の
持
参
や
、
長

期
欠
席
・
不
登
校
な
ど
、
給
食
が
食
べ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

議
論
で
き
て
い
な

い
。
保
護
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
配
置

問　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
２
人
の
採
用
に
伴
う
、
支
援
員

配
置
に
変
化
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

隊
員
に
は
代
表
支

援
員
を
兼
務
い
た
だ
く
。
引
き
継
ぎ
も

含
め
、現
在
の
代
表
支
援
員
の
方
に
は
、

支
援
員
と
し
て
残
っ
て
い
た
だ
く
。

総
合
的
に
鑑
み
一
定

額
は
保
護
者
負
担

学
校
給
食
無
償

化
へ
の
考
え
は

金
かな

井
い

 敬
けい

子
こ

保
護
者
負
担

保
護
者
負
担

一
般
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁

答弁答弁

答弁

142 号線事故現場

問　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
中
型
バ
ス
の
検

証
で
中
型
バ
ス
に
し
た
考
え
方
は
。

総
務
課
長　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
定
員
オ
ー

バ
ー
が
多
い
の
で
中
型
バ
ス
と
し
た
。

問　
リ
ビ
ル
ト
部
品
で
の
修
理
は
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長　

生
産
が
終
了
し
、
部
品
入

手
が
で
き
な
い
。
交
換
も
難
し
い
。

国
道
１
４
２
号
の
安
全
は

問　
事
故
要
因
の
把
握
、
分
析
は
。

建
設
水
道
課
長  

長
い
下
り
坂
の
終
盤

で
加
速
し
や
す
い
。
ブ
レ
ー
キ
が
過
熱

し
効
き
が
悪
く
な
り
減
速
で
き
な
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

問　
県
に
要
望
し
た
が
対
応
は
。

建
設
水
道
課
長　

危
険
表
示
看
板
45

枚
、
カ
ー
ブ
に
25
基
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
ド

ラ
ム
な
ど
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。

問　
町
と
し
て
の
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長　

警
察
な
ど
と
連
携
し

て
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
く
。

観
光
・
地
域
づ
く
り
は

問　
観
光
振
興
局
で
の
昨
年
実
績
は
。

産
業
振
興
課
長　

旅
行
企
画
に
よ
り
31

プ
ロ
グ
ラ
ム
４
２
８
人
、
２
２
６
０
万

円
の
収
益
が
あ
っ
た
。

問　
Ｒ
８
年
度
の
取
り
組
み
方
針
は
。

産
業
振
興
課
長　

着
地
型
商
品
の
提
案
。

今
昔
館
は
技
術
の
伝
承
に
力
を
入
れ
る
。

問　
朝
ド
ラ
へ
の
準
備
は
。

産
業
振
興
課
長　

諏
訪
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
主
体
。
町
は
協
力
し
て
い
く
。

購
入
せ
ず
、
都
度

レ
ン
タ
ル
と
す
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

購
入
に
つ
い
て

樽
たる

川
かわ

 信
のぶ

仁
ひと

バ
ス
の
購
入

バ
ス
の
購
入

地域でかけがえのない下諏訪向陽高校

教
育
こ
ど
も
課
長　

県
の
高
校
再
編
基

準
の
変
更
と
適
用
時
期
延
長
を
求
め

る
。

町
長　

引
き
続
き
町
の
総
力
を
上
げ
て

向
陽
高
校
へ
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。

部
活
動
地
域
展
開
の
課
題

問　
先
行
す
る
３
つ
の
部
活
動
か
ら
見

え
る
課
題
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

指
導
者
確
保
の
た

め
の
保
護
者
負
担
、
練
習
場
所
の
施
設

利
用
料
、
移
動
手
段
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の

責
任
の
所
在
等
は
今
後
の
検
討
課
題
。

問　
今
後
の
国
保
税
率
改
定
の
見
通
し

は
。

住
民
環
境
課
長　

県
内
保
険
料
平
準
化

と
そ
の
先
の
完
全
統
一
の
た
め
、
今
後

10
年
程
度
は
税
率
改
定
が
続
く
。
加
え

て
Ｒ
８
～
10
年
度
に
か
け
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

問　
医
療
保
険
に
子
育
て
支
援
金
を
上

乗
せ
す
る
合
理
的
な
理
由
は
な
い
。
支
援

金
を
町
が
負
担
し
負
担
増
の
抑
制
を
。

町
長　

子
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
安
定

的
財
源
確
保
の
た
め
に
国
が
決
め
た
全

世
代
で
支
え
合
う
制
度
。
町
は
負
担
軽

減
の
た
め
に
努
力
し
た
。

下
諏
訪
向
陽
高
校
の
存
続

問　
「
下
諏
訪
向
陽
高
等
学
校
魅
力
向

上
支
援
」
の
内
容
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

Ｒ
８
年
度
か
ら
放

課
後
向
陽
塾
と
特
別
授
業
講
師
謝
礼
へ

の
財
政
支
援
を
行
な
う
。

問　
県
に
存
続
を
強
く
求
め
る
考
え
は
。

繰
越
金
活
用
で
当
初

予
定
よ
り
下
げ
た

子
ど
も・子
育
て

支
援
金
負
担

花
はな

岡
おか

　進
すすむ

国
保
税
軽
減

国
保
税
軽
減

みんなに愛されるいずみ湖公園に

問　
重
度
の
つ
わ
り
や
切
迫
早
産
な
ど

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
妊
婦
が
置

か
れ
る
状
況
に
つ
い
て
町
の
認
識
は
。

保
健
福
祉
課
長　

保
健
師
が
全
て
の
妊

婦
に
面
談
し
て
相
談
の
中
で
把
握
す
る
。

問　

絶
対
安
静
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、

家
事
や
育
児
を
止
め
る
こ
と
が
難
し
い

妊
婦
へ
の
家
事
・
育
児
支
援
の
考
え
は
。

教
育
こ
ど
も
課　

児
童
家
庭
相
談
員
に

繋
げ
て
状
況
を
把
握
す
る
。
一
時
預
か

り
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
」

な
ど
、
希
望
に
合
わ
せ
体
制
強
化
を
し

て
い
く
。

い
ず
み
湖
公
園
魅
力
化　

問　
い
ず
み
湖
公
園
の
今
後
の
活
用
は
。

町
長　

供
用
開
始
か
ら
30
年
経
過
し
、

施
設
も
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
。
特
有

の
自
然
環
境
を
活
か
す
中
で
、
大
規
模

改
修
は
難
し
い
が
、
現
在
研
究
中
。

問　
魅
力
化
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

Ｒ
３
〜
７
年
度
に
か

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の
視
察
や
町
民
、

利
用
者
、
民
間
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
自
然
環
境
や
カ
ヌ
ー
等
の
満
足

度
は
高
い
が
、
周
知
不
足
や
交
通
ア
ク
セ

ス
、
施
設
整
備
等
の
課
題
が
あ
る
。

問　
集
落
支
援
員
制
度
を
活
用
し
た
企

画
運
営
で
魅
力
化
し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

地
域
の
実
情
に
明
る
い
人
を
活

用
し
継
続
的
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

集
落
で
な
い
地
域
で
活
用
で
き
る
か
調
査

研
究
し
て
い
く
。
今
後
の
研
究
の
中
で

様
々
な
制
度
、
人
材
を
活
用
し
て
い
く
。

産
前
産
後
ヘ
ル

パ
ー
導
入
は

孤
立
の
な
い
よ
う

課
題
を
研
究
す
る

いつでもどこでもオンライン窓口

持
続
可
能
な
保
護
者
活
動
と
は

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
休
止
の
問
題
点
は
。

教
育
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
継
続
性
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
方
向
性
が
必
要
。
今
後
は
何
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
担
う
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
業
務

の
減
少
を
検
討
し
て
い
く
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

独
自
の
組
織
で
は
あ
る
が
、
町
と
し
て

寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
、
ス
マ
ホ
役
場

の
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

来
庁
が
難
し
い
方
に
合
わ

せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
も
す
わ
イ
ン
フ
ォ

に
お
い
て
プ
ッ
シ
ュ
型
の
申
請
手
続
き

や
、
情
報
発
信
等
も
各
種
行
っ
て
い
る
。

役
場
に
来
庁
い
た
だ
か
な
く
て
も
必
要

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て

い
る
。
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
検
討
部

会
に
参
加
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　

窓
口
業
務
の
負
担
軽
減
の
促
進
、

業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

限
ら
れ
た
人
員
で
、最
大
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
仕
組
み
は
重
要

で
あ
る
。
窓
口
業
務
の
時
間
短
縮
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
業
務
の
効
率
化
、
職
員
の
疲
弊
防

止
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
は
町
の
実
情
に
あ

わ
せ
て
構
築
を
進
め
て
い
く
。

国
の
推
進
計
画
に

基
づ
き
整
備
中

オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
の
進
捗
は

産
前
支
援

産
前
支
援
竹
たけ

元
もと

 完
かん

奈
な

林
はやし

　吉
よし

広
ひろ

ス
マ
ホ
役
場

ス
マ
ホ
役
場
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁 答弁

答弁 答弁

リチウムイオン電池の発火事故防止

問　
寄
附
額
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

中
間
事
業
者
へ
の
一
部
業

務
委
託
で
新
た
な
返
礼
品
を
開
拓
し
、

更
な
る
寄
附
額
の
獲
得
に
努
め
る
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
展
望
は
。

町
長　

町
に
縁
の
あ
る
経
営
者
に
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
も
注
力
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

問　
小
学
校
給
食
費
を
月
額
５
２
０
０

円
ま
で
国
が
支
援
す
る
が
、
不
登
校
や

重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給
食
を

利
用
し
な
い
児
童
に
対
し
、
公
平
性
の

観
点
か
ら
国
の
支
援
相
当
額
を
現
金
給

付
出
来
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

国
の
動
向
な
ど
今

後
の
見
通
し
を
注
視
し
な
が
ら
持
続
可

能
な
支
援
を
模
索
し
た
い
。

　

歳
未
満
の
補
聴
器
助
成

問　
難
聴
児
へ
の
支
援
の
周
知
方
法
は
。

保
健
福
祉
課
長　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
方
法
を
工
夫
す
る
。

問　
児
童
生
徒
へ
の
補
聴
器
の
装
用
を

理
由
と
し
た
い
じ
め
の
未
然
防
止
策
は
。

教
育
長　

人
権
教
育
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
早
期
発
見
し
対
応
す
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
事
故

問　
発
火
事
故
を
防
ぐ
分
別
収
集
体
制
。

町
長　

ゴ
ミ
出
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
分

別
表
記
、
具
体
例
の
提
示
な
ど
分
か
り

や
す
さ
の
向
上
に
努
め
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

は
重
要
な
施
策

財
源
獲
得
に
力
を

入
れ
る
方
針

繰入金増加の「ハイム天白」

町
長　

有
効
で
あ
る
が
、
現
在
の
財
政

で
は
基
金
積
立
は
難
し
い
。
県
下
唯
一

の
公
設
公
営
の
施
設
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
役
割
も
。
出
来
る
限
り
存
続
さ
せ
る
。

問　
消
防
団
員
の
福
祉
向
上
を
図
り
、

参
加
し
た
く
な
る
消
防
団
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
施
策
は
。

消
防
課
長　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
対
応
し
た
機
能
別
消
防
団
員
制
度

の
活
用
や
、
女
性
が
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
長　

ワ
オ
ン
カ
ー
ド
の
導
入
や
団
員
相

互
交
流
の
補
助
金
は
検
討
し
て
い
く
。

問　
Ｒ
６
年
度
実
施
さ
れ
た
１
８
０
事

業
の
う
ち
、
達
成
度
Ｃ
、
Ｄ
評
価
か
つ

総
合
評
価
に
お
い
て
手
法
改
善
、
拡
充

な
ど
と
さ
れ
た
事
業
は
36
事
業
。
ま
た

Ｒ
５
年
度
で
も
達
成
度
Ｃ
、
Ｄ
評
価
と

さ
れ
た
事
業
は
19
事
業
。
そ
の
う
ち
の

16
事
業
に
つ
い
て
ど
う
見
直
し
て
、
政

策
転
換
を
図
る
の
か
。

　
「
お
で
か
け
町
長
室
事
業
」
は
。

総
務
課
長　

申
し
込
み
が
な
か
っ
た
。

周
知
に
努
め
、
利
用
促
進
を
図
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
。

総
務
課
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
Ｒ
７
年

度
か
ら
始
め
た
「
現
地
決
済
型
」
導
入

に
よ
り
増
加
傾
向
。
体
験
型
・
ク
ー
ポ

ン
型
を
検
討
す
る
中
で
、
中
間
事
業
者

導
入
に
よ
り
商
品
開
発
な
ど
を
進
め
、

歳
入
確
保
の
柱
と
し
た
い
。

問　
ハ
イ
ム
天
白
の
運
営
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加
し
て
い
る
。

施
設
を
存
続
さ
せ
る
に
は
独
自
の
基
金

積
立
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

出
来
る
限
り
存
続

さ
せ
る

ハ
イ
ム
天
白
へ

繰
入
金
が
増
加

財
源
確
保
へ

財
源
確
保
へ
野
の

沢
ざわ

 弘
ひろ

子
こ

林
はやし

　元
もと

夫
お

事
業
評
価

事
業
評
価

町
将
来
人
口
を

維
持
す
る
に
は

町
施
策
を
住
民
一
丸

と
な
っ
て
講
ず
る

結婚５組出生 11 人と状況は深刻

問　
出
生
率
や
純
社
会
移
動
率
等
、町
の

想
定
値
は
、希
望
的
観
測
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
が
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
ビ

ジ
ョ
ン
や
理
想
を
掲
げ
る
こ
と
は
必
要
。

指
摘
の
通
り
、
数
値
は
あ
る
意
味
理
想

的
な
部
分
も
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
分
析
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス

を
と
っ
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

第
８
次
総
合
計
画
、
第
３
次
未
来
を
創

る
総
合
戦
略
に
沿
っ
た
様
々
な
事
業
を
展

開
し
、
住
民
と
一
丸
と
な
っ
て
将
来
人
口

の
維
持
に
対
峙
し
た
い
と
思
う
。

問　
町
将
来
人
口
を
維
持
す
る
に
は
、

い
か
な
る
要
素
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
策
を
講
ず
る
べ
き
か
。

総
務
課
長　

将
来
人
口
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
人
口
総
数
の
増
減
要
因
と
な

る
自
然
増
減
と
社
会
増
減
に
つ
い
て
総

合
的
な
判
断
が
必
要
。
自
然
増
減
は
、

出
生
率
が
改
善
し
て
も
、
そ
の
効
果
が

人
口
全
体
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間

を
要
す
る
。
対
し
て
社
会
増
減
は
、
施

策
の
効
果
が
比
較
的
短
期
的
に
現
れ
易

い
要
素
で
あ
る
。
よ
っ
て
出
生
率
に
つ
い

て
は
現
実
的
か
つ
段
階
的
な
改
善
を
見

込
み
、
社
会
移
動
に
つ
い
て
は
施
策
の
努

力
に
よ
り
一
定
の
改
善
を
図
る
と
い
う

想
定
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
移
住
定

住
施
策
・
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
産

業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
確
保
等
に
よ
り
、

転
出
の
抑
制
や
転
入
の
促
進
を
図
る
。

こ
れ
ら
は
人
口
構
造
の
改
善
、
と
り
わ
け

将
来
の
労
働
力
人
口
や
出
生
数
の
基
盤

確
保
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

豐
とよ

島
しま

 健
たけ

之
ゆき

地
域
の
発
展

地
域
の
発
展

問　

林
野
火
災
へ
の
対
応
に
、
大
型

チ
ェ
ン
ソ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

消
防
課
長　

各
分
団
に
計
９
台
配
備
。

大
型
は
無
い
が
現
装
備
で
十
分
。

問　
向
陽
坂
に
防
犯
灯
を
増
設
で
き
な

い
か
。
ま
た
は
、ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
を
。

消
防
課
長　

増
設
要
望
に
は
対
応
す
る
。

ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
は
研
究
課
題
。

問　
下
屋
敷
の
国
道
１
４
２
号
法
面
の

灌
木
除
去
は
。

建
設
水
道
課
長　

Ｒ
６
年
６
区
区
長
・

町
内
会
長
か
ら
も
要
望
あ
り
。
県
に
要

望
し
た
が
、
現
状
で
は
問
題
な
い
と
の

こ
と
。引
き
続
き
現
状
把
握
に
努
め
る
。

問　
下
屋
敷
で
は
１
４
２
号
法
面
か
ら

の
落
ち
葉
が
多
い
。
こ
れ
は
誰
が
片
付

け
る
べ
き
か
。

住
民
環
境
課
長　

原
則
、
県
の
対
応
と

な
る
が
、
範
囲
が
広
く
全
て
は
困
難
。

地
域
住
民
に
協
力
し
て
も
ら
う
場
合
、

ゴ
ミ
袋
は
支
給
す
る
。

問　
危
険
木
除
去
の
実
績
は
。
補
助
金

制
度
を
検
討
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長　

３
件
相
談
が
あ
り
所

有
者
に
て
対
応
済
み
。
補
助
金
は
難
し

い
が
、
県
の
森
林
税
の
活
用
を
考
え

る
。
向
陽
坂
で
来
年
度
予
防
的
伐
採
予

算
化
。

八
島
高
原
ト
イ
レ
に
つ
い
て

問　
八
島
高
原
に
、
冬
期
使
用
で
き
る

簡
易
ト
イ
レ
設
置
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

凍
結
、
清
掃
、
防
犯

な
ど
課
題
も
あ
る
。
必
要
性
が
あ
る
か

検
討
す
る
。

チェンソー使用訓練をする団員

消
防
本
部
と
分
団
に

　
　
　
　

   
計
93
台

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
の
数
は

松
まつ

井
い

 節
せつ

夫
お

林
野
火
災

林
野
火
災
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁

答弁

産
業
振
興
課
長　

イ
オ
ン
内
に
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
新
規
に
出
店
す
る
個
々
の
店

舗
に
対
す
る
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、

融
資
斡
旋
や
商
工
会
議
所
の
経
営
相
談

な
ど
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問　

子
育
て
・
多
世
代
交
流
施
設

「
わ
っ
こ
」
に
お
け
る
掲
示
板
の
設
置

の
予
定
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

利
用
者
が
情
報
交

換
で
き
る
掲
示
板
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
保
護
者
ど
う
し
が
集
い
、
交
流

す
る
場
と
し
て
「
わ
っ
こ
」
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

問　
要
介
護
に
な
ら
な
い
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長　

栄
養
・
運
動
を
中
心

に
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
を
実
施
し
て
い

る
。保
健
補
導
委
員
会
の
健
康
学
習
会
、

シ
ニ
ア
運
動
塾
、
み
ず
べ
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
な
ど
で
フ
レ
イ
ル
予
防
の
要
素
を
取

り
入
れ
た
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

町
長　

フ
レ
イ
ル
予
防
は
健
康
長
寿
の

為
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
よ
る
栄

養
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
事
と
し
て
取

り
組
め
る
環
境
づ
く
り
も
必
要
。
シ
ニ

ア
の
脳
ト
レ
の
助
け
に
も
な
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
推
進
す
る
予
定
。

イ
オ
ン
と
地
元
商
店
の
発
展

問　
イ
オ
ン
と
地
元
商
店
が
共
に
発
展

す
る
為
の
施
策
は
。

町
長　

共
存
共
栄
の
関
係
を
築
く
こ
と

で
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
共
同
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
も
一つ
の
施
策
と
し
て
考
え
て
い
く
。

本
人
の
気
持
ち
を
大
切

に
支
援
し
て
い
く

健
康
長
寿
で
い

る
為
に
は

大
おお

橋
はし

 和
かず

子
こ

フ
レ
イ
ル

フ
レ
イ
ル

答弁

ストップカスハラ

問　
住
み
続
け
た
い
町
で
あ
る
た
め
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長　

Ｒ
４
年
度
実
施
し
た
満
足
度
調

査
で
は
、
88
％
の
方
が
住
み
続
け
た
い
と

回
答
。
町
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

通
過
型
か
ら
滞
在
型
へ

問　
ま
ち
な
か
回
遊
性
と
商
店
街
活
性

化
の
連
携
に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は
。

産
業
振
興
課
長　

99
分
マ
ッ
プ
看
板
で

散
策
を
促
す
。
周
遊
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
。

今
後
も
新
し
い
商
品
開
発
を
し
て
い
く
。

問　
宿
泊
に
つ
な
が
る
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
と
今
後
の
方
向
性
は
。

産
業
振
興
課
長　

観
光
振
興
局
に
よ
る

下
諏
訪
ら
し
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
旅

行
商
品
を
開
発
。
今
後
も
宿
泊
し
な
い

と
体
験
で
き
な
い
商
品
を
提
案
し
、
人

生
を
豊
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て

問　
ク
レ
ー
ム
と
カ
ス
ハ
ラ
の
違
い
を

明
文
化
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
簡
易
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

新
入
職
員
や
若
手
職
員
が

線
引
き
に
迷
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
庁
舎
内
に
ク
レ
ー
ム
と
カ
ス
ハ
ラ

の
違
い
が
分
か
る
掲
示
物
を
掲
示
し
て

ほ
し
い
が
、
そ
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と

は
重
要
。
事
業
者
の
義
務
と
し
て
対
応

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
Ｒ
８
年
度
中
に
指

針
を
整
備
し
運
用
方
法
を
検
討
す
る
。

移
住
者
定
着
の

支
援
策
は

移
住
後
に
交
流
会

を
実
施
し
て
い
る
。

改修予定の旧矢﨑商店
食事と運動でフレイル予防を

「
わ
っ
こ
」
来
所
手
段
は

問　
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
諏
訪
内
に
設
置

す
る
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス「
わ
っ
こ
」。

利
用
す
る
際
、
北
小
・
社
中
エ
リ
ア
等

の
遠
方
の
子
ど
も
た
ち
の
移
動
手
段
を

ど
う
考
え
る
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

徒
歩
だ
と
遠
い
場

合
は
、
保
護
者
と
一
緒
や
自
転
車
で
の

来
所
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
店

時
期
に
合
わ
せ
、
秋
頃
に
あ
ざ
み
号
の

ダ
イ
ヤ
改
正
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
新
年
度
予
算
案
に
予
定
さ
れ
て
い

る
国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
矢
﨑
商
店

改
修
工
事
の
詳
細
は
。

産
業
振
興
課
長　

耐
震
化
の
た
め
の
基

礎
部
分
の
固
定
化
、耐
力
壁
へ
の
付
け
替

え
、耐
震
金
物
の
設
置
、瓦
の
軽
量
化
な

ど
を
行
う
。１
階
に
受
付
、相
談
室
、事

務
室
、来
客
用
の
ト
イ
レ
等
を
整
備
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

問　
商
工
会
議
所
で
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）の
活
用
講
座
等
も
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、庁
舎
内
外
で
の
活
用
に
ど
の
よ
う
な

期
待
を
し
て
い
る
か
。ま
た
、生
成
Ａ
Ｉ
活

用
の
た
め
の
町
職
員
に
向
け
た
伴
走
型

支
援
を
ど
う
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
の
担
当

職
員
が
相
談
に
応
じ
、質
問
の
作
成
方

法
、活
用
事
例
を
紹
介
す
る
等
実
践
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。町
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、安
心
し
て
活
用
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

旧
矢
﨑
商
店
改
修

実
施
計
画
の
詳
細

新
年
度
予
算
案

に
つ
い
て

移
住
者
定
着

移
住
者
定
着
髙
たか

橋
はし

 幸
こう

二
じ

青
あお

木
き

 利
とし

子
こ

改
修
計
画

改
修
計
画

12 名のモニターさんに下諏訪町議会だより 50号の感想を聞きました。一部を掲載します。

モニターの皆さんありがとうございました。ご意見を参考に、編集に取り組みます。

一般質問は良く考えられているが、文が短くてわかりづらい。もっとページを増やしたら？

「豆知識」、言葉の解説が役に立った！ 専門的な用語がわかりにくい。

議会だよりを読まないと、議員がどんな取り組みをしているかわからない。

議会だよりモニターのみなさんより議会だよりモニターのみなさんより

Q「下諏訪議会」を「下諏訪ぎかい」にしたのはなぜ？

視察先の先進自治体の議会だよりも参考に、デザイン性のバランスの観点
と、町民により親しみやすい柔らかな議会だよりのイメージにしたいとい
う理由から、vol.44 から紙面のリニューアルを行いました！

A
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　私たち議員は、下諏訪向陽高校生のみなさんの声をお聞きして一緒に考えていこうと、毎年懇
談会を開催しています。今年度は、令和 7年12月23日に向陽高校で行いました。ざっくばらん
に日頃感じていることを話せるよう小グループに分かれて話し合い、たくさんの意見・要望を出し
ていただきました。今後の議会活動に活かしていきたいと思います。

　「地域で優しく挨拶をしてくれる方が多い」 
「向陽生はとても明るくて元気。生徒同士の関
わりが楽しい」 「制服・ブレザーが素敵」 「下諏
訪町が好き。住みやすいし雰囲気がいい」 「学
校も勉強も楽しい」 「生徒会役員は自分から手
を挙げてやっている」 「向陽坂から見える景色
がめっちゃ綺麗」 「向陽祭はお客さんも自分た
ちも楽しめる」 「行事や企画と日常のメリハリが
ある」 「地域との関わりが深い（入学祝いの横
断幕・イルミネーションの飾りつけ）」 「生徒と
先生の関係がとても良い」 

　「バスや電車の本数を増やしてほしい」 「道路
がガタガタ。整備してほしい」 「部活終わりの
下校時は暗いため街灯を増やしてほしい」 「１
年生のフロアーにトイレ設置を」 「部活するのに
校庭に照明がほしい」 「土砂崩れを早急に改修
して欲しい」 「道端に大きい木が生い茂り危険」 
「町の奨学金制度の充実。向陽サポーター制度
の導入を」 「進路別コースになったが変更の難
しさがあるので進路の範囲を広げてほしい」 
「秋宮から校舎までトイレがない。涼む場所も
ほしい」 「駅前などのパトロールを」

　「向陽祭でもっと町議会と協力してやってみた
い」 「地域の人たちと協力しあって盛り上げた
い」 「ダンスやバンドで産業まつりなどのイベン
トに参加したい」 「地域にＴシャツなどのグッズ
を広めたい」

　「下諏訪駅２階を勉強や友人との会話する場
所に使わせてほしい」 「イオンスタイルの中に何
が設置されるのか。勉強用の椅子と机を設置し
てほしい」 「商店に『学生歓迎』の表示があれ
ば入りやすい」 「悩みを相談する場所、カラオケ
店やご飯屋さん、ゲームセンターやガチャガチャ
の店がほしい」「駅前防災公園をアクティブな
空間に（例えばスケートボード）」 「レトロなカ
フェなど下諏訪らしい場所があれば高校生が集
まる」 「すわっチャオのような場所がほしい」

　更生保護の現状を共有し、議会活動に活かしてい
くことを目的に、諏訪地区保護司会下諏訪分区との
懇談会を令和 8年 1月 26日に開催しました。
　懇談に先立って、下諏訪町交番小山卓也所長から
最近の犯罪の状況について説明していただきまし
た。議員から、パトロールや防犯カメラの状況につ
いて質問が出され、交番所長から「防犯カメラでリ

自慢したい向陽高校の魅力 行政や学校に望むこと

やってみたいこと

居場所づくり

下諏訪向陽高校生と下諏訪町議会の懇談会下諏訪向陽高校生と下諏訪町議会の懇談会

諏訪地区保護司会下諏訪分区と下諏訪町議会の懇談会諏訪地区保護司会下諏訪分区と下諏訪町議会の懇談会
レー捜査が可能になる」との説明がありました。
　保護司の皆さんからは、対象者を支援していく
ことの大変さや財政上の課題など保護司活動の現
状をお聞きしました。
　大変有意義な意見交換ができました。
今後の議員活動に活かしていきます。

更生ペンギンのホゴちゃん

　議会を円滑に運営するために設置されている議会運営員会では、議長の諮問事項なども含め日々より町民に身近
な議会を目指し議会改革への議論を重ねて活動しています。傍聴のルール改定の内容をご紹介します。

傍聴のルールを改定しました

議会運営委員会活動報告議会運営委員会活動報告

ぜひ傍聴へ役場４階議場にお越しください

議場内で熱中症予防の
ための水分補給が OK
に！議員はゼロカーボ
ン推進の観点から、マ
イボトル推奨！

※進行の妨げになる場合、ご配慮
をお願いする可能性もございます。
小さいお子さまは無料託児もご利
用ください。（１週間前予約制）

主権者教育の観点から
子どもの傍聴もOKに！

一般質問はコロナ禍で短
縮していた 50 分から、
答弁込みで 60 分の質問
時間で試験運用中！

傍聴者から議案の内容が
わからないとの声があり、
傍聴席に閲覧用の議案書
を設置！

　総務経済常任委員会では、１月１４日～１６日にかけて、神奈川県座間市、神奈川県厚木市および神奈
川県横浜市を視察しました。住民サービスの向上と行政内部の業務効率化など今後の自治体運営におい
て大きな示唆をいただきました。

総務経済常任委員会 視察総務経済常任委員会 視察

　厚木市では、市税等の収納率
向上を重要課題と位置づけ、滞
納整理においては「対象者に対
しては、調査、処分、停止等を
集中的に行い、徴収できない案
件は積極的に執行停止を行うな
ど」の取り組みを行っています。
公平性の確保と税負担の適正化
の観点から、厳正な対応を行う
方針が徹底され、法的措置を適
切に遂行することで滞納の長期
化を防ぎ、収納率の向上につな
げている点が大きな特徴である
と感じました。

神奈川県厚木市議会
積極的な滞納整理

　座間市では、行政サービスの
利便性向上を目的として LINE
公式アカウントを開設し、各種
オンライン手続きや行政情報の
発信を行っています。人口約 13
万 1 千人に対し、友だち登録数
は約 10 万 6 千人と非常に多く、
主要な情報インフラとして定着
していることが伺えます。市民
が「いつでも・どこでも」行政
手続きを行える環境が整備され
ており、窓口負担の軽減と職員
の業務効率化の両立を実現して
いる点が特徴的でした。

神奈川県座間市議会
LINE公式アカウントで行政サービス

　横浜市民防災センターでは、
地震や火災、風水害などの災害
を想定した体験型の防災学習を
通じて、市民の防災意識向上と
行動力の強化を図っています。
今回の視察では、地震体験や火
災時の避難行動、災害発生時の
初動対応に関する体験学習を行
い、災害時に「何をすべきか」「ど
のように行動するか」を実践的
に学ぶ機会となりました。今後
の防災施策や防災教育の充実を
検討する上で、大いに参考とす
べき事例でした。

横浜市民防災センター
市民防災意識向上と行動力強化
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　卒業された北小学校 6 年 1 組の皆さんが、
令和 7 年 6 月定例会を傍聴して、政治に
関心を持ってくれました。3 月 13 日、「下
諏訪公園プロジェクト」を通じて自分たち
で調べ、わたしたち議員にお願いしたい事
として発表してくれました。公園の Wi-Fi
設置、トイレの清掃、除草などの環境整備
をはじめ、さまざまな提案をいただきまし
た。全議員で情報共有をしながら、今後の
議会に活用させていただきます。

議長　中山　透

議長のつぶやき 6月定例会日程6月定例会日程（予定）（予定）

SNSはこちらからSNSはこちらから
ご覧くださいご覧ください

開会
議案質疑
一般質問

閉会

6 月 3 日（水）6 月 3 日（水）
6 月 8 日（月）6 月 8 日（月）
　　　　　　9 日（火）9 日（火）
　　 　　 10 日（水）10 日（水）
　　 　　 17 日（17 日（水水））

ぜひ傍聴にお越しください。
日程は変更になる場合があります。
詳細は議会 HPをチェック！

Instagram Facebook

ここのの町町にに住住んんでで思思ううこことと
「人と人を繋ぐ、伝える、引き継いでいく」

下諏訪町から移住し、奄美大島
マングローブパークでカヌーの
ガイドをしています。

　3 年前に下諏訪町から奄美大島へ移住した白井です。現在、マ
ングローブパークでカヌーのガイドをしています。下諏訪町では「人
と人を繋ぐ、伝える、引き継いでいく」というコンセプトの元、奄
美群島の物産販売をし、多くの皆様に「もずくや黒糖が美味しい」
などのご意見を頂き大変喜ばれました。
　ただ自分自身の中でもっと奄美大島を知りたいという気持ち
が強くなり、これからも下諏訪と奄美が繋がることを約束し、奄
美へ移住。移住後、下諏訪町の小松直人さんが奄美へ来島。
2023 年 12 月に瀬戸内町のきゅら島交流館で奄美木遣りライブ
の開催を皮切りに 2024 年５月に瀬戸内町議会議員の永井しずの
さんの島唄ライヴを食祭館で開催。翌年の４月には、瀬戸内町の
鎌田町長含め三角八丁に出店いたしました。
　奄美に移住してから感じるのは、当たり前にあった温泉はなく、雪
景色などを見る事ができず羨ましく思います。同町は、お互いにない
ものや共通点が多々あり、製糸業と大島紬の生糸繋がりなどありま
す。今回のきっかけで、色んな方々が交流して行く事を願っています。

白井 千
ち さ と

智さん
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